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情報通信技術(ICT)の進歩は、人類史的に見て
異常な技術革新である

• 過去半世紀の量的•性能的な技術革新

• 人類が生み出してきた知的資産に匹敵するデータや情報が
毎年生み出されて蓄積される時代

• 過去半世紀の急激な価格低下
• ３０年前のスーパーコンピュータを個人が所有する時代

• 世界中で個人同士の自由な通信が低価格で行える時代

• 社会基盤への浸透
• あらゆる社会基盤がICTに依存している

• サイバー空間はもう一つの社会（あの世）を形成している
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情報通信技術の革新
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ビッグデータ時代
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• 過去３年で生成されたデータは、その前の４万年で生成さ
れたデータより多い。(Big Data)

• それらのデータのほとんどに位置情報と時刻情報が含まれ
る。(Location and time Data)

• 政府や自治体は、持っているデータの公開が必然となって
いる。（Open Data)

データ量は
Zetta Byte (1021)

の時代
kilo, mega, giga, 

tera, peta, exa, zetta
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• ICTは現代のイノベーションの根源である。
人類はこれまで手にしたことの無い技術
や大量のデータと知識を、従来とは破格
の低コストで手に入れることができるよう
になった。

• 情報通信技術の存在を前提として社会
の構造や制度を再設計する時代である。
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あらゆる社会システムを支える社会情報基盤

社会情報基盤技術

社会システム
行政システム、経済システム、通信システム
交通システム、物流システム、放送システム
医療システム、教育システム、防災システム
商業、農林水産業、環境、徴税、治安、国防

情報
ネットワーク

ハードウェア ソフトウェア

経済性・効率性 快適・豊かさ安全・安心
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都市計画もサイバーフィジカルシステム(CPS)



都市OSによる新しいまちづくり

配布資料：
１）都市OSのコ
ンセプト
２）モビリティが
拓く未来社会
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都市OSによる３つのモビリティ提供

全ての人が、いつでも、どこでも、

都市ＯＳ

・ヒト/モノのモビリティ
ヒトやモノの自由な移動

・エネルギーモビリティ
エネルギーの安定供給

・情報モビリティ
各種情報への自由なアクセス
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社会のモビリティを支える都市OS
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• ICTによって産業の構造と社会の仕組み
は本質的に変わった。まちづくりとは、都
市のOSを作ることである。

• 社会の在り方を描いて、必要なサービス
や製品をイメージするトップダウン的発想
が必要である。

• 都市OSは、ヒト/モノ・エネルギー・情報
のモビリティを支える。
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共進化社会システムイノベーション施設（２月完成予定）

（2015年春完成予定）

アンダーワンルーフの異分野融合拠点


